




2

■権利について
¡�本書に記述されている社名・製品名などは、一般に各社の商標または登録商標です。なお、
本書ではTM、©、®は割愛しています。

■本書の内容について
¡�本書は著者・編集者が実際に操作した結果を慎重に検討し、著述・編集しています。ただし、
本書の記述内容に関わる運用結果にまつわるあらゆる損害・障害につきましては、責任を

負いませんのであらかじめご了承ください。

¡�本書で紹介している操作の画面は、Windows 8.1（日本語版）とAccess2013を基本に
しています。他のOSや旧バージョンのExcelをお使いの環境では、画面のデザインが異な

る場合がございますので、あらかじめご了承ください。

¡�本書では、Access2013はWindows 8.1（日本語版）、Access2010/2007は
Windows 7（日本語版）、Access2003/2002/2000はWindows XP（日本語版）で

動作を確認しています。

■サンプルについて
¡�本書で紹介しているサンプルは、C&R研究所のホームページ（http：//www.c-r.com）か
らダウンロードすることができます。ダウンロード方法については、4ページを参照してく

ださい。

¡�サンプルデータの動作などについては、著者・編集者が慎重に確認しております。ただし、
サンプルデータの運用結果にまつわるあらゆる損害・障害につきましては、責任を負いま

せんのであらかじめご了承ください。

¡�サンプルデータの著作権は、著者及びC&R研究所が所有します。許可なく配布・販売す
ることは堅く禁止します。

●本書の内容についてのお問い合わせについて

　この度はC&R研究所の書籍をお買いあげいただきましてありがとうございます。本書の内容に関
するお問い合わせは、「書名」「該当するページ番号」「返信先」を必ず明記の上、C&R研究所の
ホームページ（http://www.c-r.com/）の右上の「お問い合わせ」をクリックし、専用フォームからお
送りいただくか、FAXまたは郵送で次の宛先までお送りください。お電話でのお問い合わせや本書
の内容とは直接的に関係のない事柄に関するご質問にはお答えできませんので、あらかじめご了承
ください。

〒950-3122 新潟県新潟市北区西名目所4083-6　株式会社 C&R研究所　編集部
FAX 025-258-2801

『改訂2版 Access VBA逆引きハンドブック』サポート係
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　本書は、AccessでVBA（Visual Basic for Applications）を使ってプログラミングを行う
人ためのリファレンス&テクニック集です。VBAのステートメント、メソッド、プロパティ、関数な
どを目的別に分類し、やりたいことから探していただけるにように、逆引き形式を採用していま
す。手元に置いていつでもお使いいただけるようにA5サイズを採用していますので、何度でも
繰り返しページをめくってみてください。

　本書では、VBAのプログラミング事例を豊富に網羅し、各機能を初心者にもわかりやすい
事例で、かつ実務にもすぐに活用できる事例で紹介しています。事例のサンプルコード中に
は、プログラムの解説を記述しています。サンプルコードを読むことでプログラムの動作につい
て理解を深めることができます。

　さらに、ONEPOINTではサンプルで利用したポイントとなる命令語についてわかりやすく解
説するとともに、COLUMNには、読者のみなさんの理解を深める手助けとなるように、より応
用的な事例、実践的な事例を豊富に盛り込んでいます。

　また、本書は、Access2013/2010/2007/2003/2002/2000と幅広いバージョンをカバーし
ており、VBAの基礎やプログラミング&デバッグの基礎など、基礎知識も網羅しているので、
これからVBAのプログラミングを始めたい読者の入門書としても、VBAの中・上級者の読者
のテクニック集としても、幅広く活用していただける内容となっています。

　本書で紹介したサンプルファイルは、無料でダウンロードすることができます。ダウンロードし
たサンプルを実際に実行して動作を確認したり、プログラムを修正して動きを変えるなど、自
由にカスタマイズしてみてください。プログラムを読むこと、プログラムをカスタマイズすることで、
VBAの理解が深まり、読者の皆様のスキルアップにつながると思います。

　最後に本書を執筆するにあたってお世話になったスタッフの皆様に心から感謝を申し上げ
ます。そして、本書がAccessでVBAの開発を行う読者の皆様に少しでもお役に立てれば、
これ以上の幸せはありません。

2014年7月
C&R研究所ライティングスタッフ

蒲生 睦男

prologue
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サンプルのダウンロードに必要な
ユーザー名とパスワード

ユーザー名 k2avba
パスワード mg4s5

※�ユーザー名・パスワードは、半角英数字で入力し
てください。また、「J」と「j」や「K」と「k」などの
大文字と小文字の違いもありますので、よく確
認して入力してください。

　各項目の先頭にはその項目に対応しているバージョンを記載しています。薄く表示されてい
るマークは非対応を表しています。

各項目の対応バージョンについてs

本書について

　本書に記載したサンプルコードは、誌面の都合上、1つのサンプルコードがページをまたがっ
て記載されていることがあります。その場合は の記号で、1つのコードであることを表してい
ます。

サンプルコードの中の についてs

　本書のサンプルコードは、コメントの形でコードの記述場所を記載しています。
　また、動作を確認するために、あえてエラーとなるコードも一部含まれています。その場合も
コメントの形でエラーになる旨を記載してありますので、ご確認ください。

コードの記述場所についてs

　本書の表記についての注意点は、次のようになります。
本書の表記方法

　本書のサンプルデータは、C&R研究所のホームページからダウンロードすることができます。
本書のサンプルを入手するには、次のように操作します。
1	�「http：//www.c-r.com/」にアクセスします。

2	�トップページ左上の「商品検索」欄に「155-9」と入力し、［検索］ボタンをクリックします。

3	検索結果が表示されるので、本書の書名のリンクをクリックします。

4	�書籍詳細ページが表示されるので、［サンプルデータダウンロード］ボタンをクリックします。

5	�下記の「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、ダウンロードページにアクセスします。

6	�「サンプルデータ」のリンク先のファイルをダウンロードし、保存します。

サンプルファイルのダウンロードについて
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　ダウンロード用のサンプルファイルは、Access2013/2010/2007用とAccess2003/2002/ 
2000用に分けてあります。お使いのバージョンにあわせてサンプルをご使用ください。また、サ
ンプルファイルはCHAPTERごとのフォルダの中に項目番号のフォルダに分かれています。サ
ンプルはZIP形式で圧縮してありますので、解凍してお使いください。
　なお、サンプルの動作を確認する際に事前の設定などが必要な場合（たとえば、ライブラリ
の参照設定が必要な場合や、特定のフォルダにファイルを保存しておく必要があるなど）や、
動作の確認に必要な操作がわかりにくい場合（たとえば、動作を確認するには、印刷プレ
ビューで表示する必要があるなど）には、HINTにその旨を記載していますので、ご参照くだ
さい。

サンプルファイルついて
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VBAとは

　VBA（Visual Basic for Applications）は、Officeアプリケーション（Word、Excel、Accessな
ど）に搭載されているプログラミング言語です。初心者向けの開発言語「Visual Basic」をベー
スに、Officeアプリケーションのマクロ（特定の操作手順をプログラムとして記述して自動化する
機能）を作成するための言語としてカスタマイズされています。
　VBAを使うと、Accessを使用した定型業務を自動化することができます。また、独自の機
能を追加してAccessの機能をカスタマイズしたり、他のアプリケーションと連携するなどの高度
な処理も簡単に行うことができます。

VBAの概要

　Accessには、標準でVBE（Visual Basic Editor）というVBAの開発環境が用意されてい
ます。Accessが動作している環境であれば、すぐにVBAを利用したプログラムを作成するこ
とができます（47ページ参照）。

すぐに始められる開発環境s

　VBAには豊富なステートメント、メソッドが用意されているので、高度な処理を行うことがで
きます。たとえば、条件判断と繰り返し処理を使えば、「残業時間が20時間を超えた社員の
名前を赤字で表示する」のように、データの状況に応じた処理を行うことができます。

豊富なステートメントやメソッドs

　VBAには、VBA関数と呼ばれる専用の関数が多数、用意されています。文字列や日付
を操作する関数、時間を操作する関数、値のデータ型を変換する関数などがあります。たと
えば、文字列操作関数を使えば、「文字列データの5文字目だけを置き換える」というような、
繊細な処理を行うことができます（CHAPTER 11参照）。

かゆい所に手が届く関数群s

　VBAには、ユーザー独自の関数を定義しておくことができます。複雑な数式や、関数の組
み合わせをユーザー定義関数として登録しておけば、複雑な処理も1つの関数で処理するこ
とができます（619ページ参照）。

ユーザー定義関数s

　VBAを使うと、他のアプリケーションと連携したり、機能を統合したりすることができます。た
とえば、AccessからExcelのワークシートやInternet Explorerを操作したり、Webサービス
のデータをテーブルに取り込んだりすることができます（CHAPTER 14参照）。

他のアプリケーションとの連携s

SECTION-001
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-001 VBAとは

　Access VBAでは、ほとんどの場合、「オブジェクト」（フォームやレポート、テキストボックスや
コマンドボタンなどデータベースを構成する部品）に対して、「何のきっかけ」で「どのような動作
を行うのか」をプログラムで記述していきます。
　この「きっかけ」となる動作のことを「イベント」といい、イベントによって実行されるプログラムを

「イベントプロシージャ」といいます。イベントは大きく分けて、「フォームを開くとき」「ボタンをクリッ
クしたとき」のように、オブジェクトに対して特定の操作を行ったときに発生するイベントと、「エ
ラーが発生したとき」のようにプログラムの処理中に特定の条件を満たしたときに発生するイベ
ントの2種類があります。イベントおよびイベントプロシージャの詳細については、CHAPTER 
03を参照してください。

Access VBAのプログラムの概念

　Accessでは、マクロを使ってほとんどの処理を自動化することができます。マクロは内
部的にVBAで記述されており、AccessにはマクロをVBAに変換する機能がサポートさ
れているので、マクロをベースにしてVBAプログラムを作成することができます。
　VBAに精通していないと、すべての処理をVBAで記述するのは非常に困難です。
このため、慣れないうちは、マクロで処理できる部分はマクロを作成し、マクロでは処理
できない部分のみをVBAで記述するようにした方が効率的です。

COLUMN マクロとVBAの関係

¡VBAを構成する要素について… ……………………………………………………………… p.40
関連項目 sss

　Access2010では、Access2007から機能の追加や強化が行われていますが、VBA
の変更点は、それほど多くありません。データサービスで利用するためのプロパティ、メソッ
ド、コントロールを装飾するためのプロパティなどが追加されています。詳細については、
VBAのヘルプの「Microsoft Access 2010 開発者用リファレンス」の「新機能」の「新
しいメンバーと定数」を参照してください。
　Access2013では、外観の変更とカスタムWebアプリの作成機能が追加されていま
す。デスクトップデータベースの機能とVBAの変更点はありません。

COLUMN Access2013/2010の新機能とVBAの追加・変更点
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VBAを構成する要素について

　VBAのプログラムは、「オブジェクト」「メソッド」「プロパティ」「ステートメント」「関数」によっ
て構成されます。VBAの構成要素を把握しておくことで、VBAの理解が深まり、プログラム
の作成が容易になります。

VBAの要素

　オブジェクトは、Accessのフォームやレポート、コントロールなど、Accessを構成する個々の
部品を表します。VBAでは、このオブジェクトを対象に、命令を実行したり、属性を設定したり
する形でプログラムを作成します。
　オブジェクトは「Application」を最上位として階層構造になっており、操作の対象が「ど
のフォーム」の「どのコントロール」であるかがわかるように階層構造に従ってプログラムを記
述します。たとえば、「商品情報入力」フォームの「商品名」テキストボックスを参照するには、

「Forms（"商品情報入力"）.商品名」（または「Forms!商品情報入力!商品名」）と階層構造
順に指定します。

オブジェクトs

フォームは
「Form」オブジェクト

コントロールは
「Control」オブジェクト

開いているデータベースは
「Database」オブジェクト

テーブルのレコードは
「Recordset」オブジェクト

SECTION-002
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-002 VBAを構成する要素について

　コレクションは、同じ種類のオブジェクトの集合体を表します。たとえば、「Control」オブジェ
クトのコレクションは「Controls」と複数形で記述し、フォームやレポート上のすべてのコントロー
ルを参照します。また、コレクション内に含まれる各オブジェクトを「メンバ」といいます。たとえ
ば、「Controls」コレクションのメンバである「商品名」コントロールオブジェクトを参照するには、

「Controls!商品名」または「Controls（"商品名"）」のように、「Controls」に続けて「!」（感嘆
符）を付けてコントロール名を指定するか、「Controls」に続けて「（）」内にコントロール名を指
定します。また、「Controls（2）」のように、コントロール名の代わりにインデックス番号を指定し
て参照することもできます。

コレクションとメンバs

コレクション 説明
Forms 開いているすべてのフォーム
Reports 開いているすべてのレポート
Controls すべてのコントロール
AllTables データベース中のすべてのテーブル
AllForms データベース中のすべてのフォーム
AllReports データベース中のすべてのレポート

''主なコレクション

　オブジェクトやコレクションの持つ属性や設定を「プロパティ」といいます。プロパティを設定
することで、目的のオブジェクトの形や色を変更したり、オブジェクトの状態を取得することがで
きます。プロパティを設定するには「=」で値を代入します。ただし、値の取得しかできないプ
ロパティもあります。

プロパティs

オブジェクト.プロパティ

''プロパティで値を取得する構文

オブジェクト.プロパティ = 値

''プロパティで値を設定する構文

Me.商品名.BackColor

Me.商品名.BackColor = RGB(255,0,0)

''プロパティの使用例

「商品名」コントロールの背景色を取得する

「商品名」コントロールの背景色を設定する

背景色を設定・取得するプロパティ

オブジェクト.メソッド

''メソッドを利用する構文

　メソッドは、オブジェクトやコレクションを操作する命令です。オブジェクトの作成や削除、移
動やコピーなど、オブジェクトやコレクション対して実行する操作を指定します。

メソッドs
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SECTION-002 VBAを構成する要素について

''メソッドの使用例
Me.商品名.SetFocus 「商品名」コントロールにフォーカスを移動する

オブジェクト メソッド

　ステートメントは、VBAにあらかじめ定義されている決まった処理を行う命令語です。たとえ
ば、ステートメントを使うと、条件判断やループ処理、変数宣言などと行うことができます。なお、
プログラミングの用語として、ステートメントを「プロシージャ内の1命令」という意味で使用する
ことがあります。VBAの命令語を表す「ステートメント」と混同しないように注意してください。

ステートメントs

For i = 1 To 5

    Me.Controls(i).BackColor = RGB(255,0,0)

Next i

プロシージャ内の1命令をステートメント
（1行が1ステートメント）と呼ぶ場合がある

「For...Next」ステートメント
によるループ処理

　関数は、引数と呼ばれるデータを受け取り、定められた通りの処理を実行して結果を返す
命令です。AccessのVBAには、日付や時刻を取得する関数、文字列を変換する関数、メッ
セージを表示する関数など、さまざまな関数が用意されています（CHAPTER 11参照）。な
お、VBAで使用する関数は「VBA関数」と呼ばれます。

関数s

¡VBAとは… ……………………………………………………………………………………… p.38
¡VBAを記述する際の決まりごとについて……………………………………………………… p.43
¡プロシージャについて…………………………………………………………………………… p.54

関連項目 sss

　メソッドや関数、プロパティの引数の記述方法には、「名前なし引数」と「名前付き引
数」の2つがあります。名前なし引数の場合、構文通りに引数を記述しないとエラーにな
ります。一方、名前付き引数の場合、構文の順番に関係なく、引数を記述することがで
きます。
　名前付きで引数は「引数名1：=値,引数名2：=値,…,引数名n：=値」のように、「引数名」

「コロンと等号（：=）」「引数に代入する値」の順に記述します。引数名が明示的に記
述されるので、プログラムの可読性が向上します。ただし、名前付き引数を指定できな
いメソッドや関数、プロパティもあります。

COLUMN 「名前なし引数」と「名前付き引数」
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VBAを記述する際の決まりごとについて

　VBAでプログラムを記述する際には、プロシージャの名前の付け方、コードの改行方法、
コメントの記述方法などいくつかの決まりごとがあります。

VBAプログラムを記述する際の決まりごと

　プロシージャの名前の付け方には、使用できる文字や長さなどいくつかの制限があります。
次の規則に従って名前を付けます。

¡名前の文字には、英数字、漢字、ひらがな、カタカナと「_」（アンダスコア）を使う

¡名前の先頭の文字には、英字、漢字、ひらがな、カタカナのいずれかを使う

¡名前の長さは、半角で255文字以内（全角で127文字）

¡VBAに定義されている関数、ステートメント、およびメソッドと同じ名前は使用できない

プロシージャの名前の付け方s

　ステートメント（ここでは「プロシージャ内の1命令」の意味）は、通常、1行に記述しますが、半
角スペースと「_」（アンダスコア）を組み合わせた行継続文字（ _）を使用してステートメントを複
数行に分けることができます。ただし、文字列の途中で行継続文字を使うことはできません。

ステートメントの改行方法s

Private Sub 実行_Click()

    Dim myVar As String

    myVar = "Hanako"

    MsgBox Prompt:="こんにちは " & myVar, _

        Title:="グリーティング ボックス", _

        Buttons:=vbExclamation

End Sub

「MsgBox」〜「vbExclamation」の間は
1つのステートメントとみなされる

行継続文字（半角スペースと「_」
（アンダスコア）の組み合わせ）

　VBAは、プログラムを実行するときにコメントを無視します。プロシージャや特定の命令につ
いての説明をコメントとして記述しておくと、プログラムの可読性が向上します。プログラム中に
コメントを記述するには、先頭に「'」（クォーテーション）を付けて文章を入力します。ただし、行
継続文字（ _）の後ろにコメントを記述することはできません。

コメントの記述方法s

¡プロシージャについて…………………………………………………………………………… p.54
関連項目 sss

Private Sub Form_Load()

    'フォントをHGP行書体に設定する

    Me.商品名.FontName = "HGP行書体"

    Me.商品名. FontSize = 14  'フォントサイズを14ポイントにする

End Sub

SECTION-003
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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VBAプログラムを作成するための準備をする

　Access2013/2010/2007では、VBAプログラム（マクロ）の作成を始める前に「信頼できる
場所」の作成、「セキュリティレベル」の設定を行います。これらの設定しておくと、開発を効率
的に行うことができます。

Access2013/2010/2007の準備

　Access2013/2010/2007では、「信頼できる場所」にファイルを保存すると、マクロを常に有
効にしてファイルを開くことができるようになります。「信頼できる場所」を作成するには、次のよう
に操作します。
1	�Access2013/2010では、「ファイル」タブをクリックし、［オプション］をクリックします。

Access2007では、［Office］ボタンをクリックし、 ボタンをクリックします。

2	�［セキュリティセンター］を選択し、 ボタンをクリックします。

3	�［信頼できる場所］を選択し、 ボタンをクリックします。

4	� ボタンをクリックし、「参照」ダイアログボックスで「信頼できる場所」に設定するフォル

ダを選択し、 ボタンをクリックします。

5	�［この場所のサブフォルダも信頼する（S）］をONにします（サブフォルダも含める場合）。

6	�説明を入力して、 ボタンをクリックします（説明の入力は省略可）。

「信頼できる場所」を作成するs

''信頼できる場所

SECTION-004
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-004 VBAプログラムを作成するための準備をする

　Access2013/2010/2007では、セキュリティセンターの「マクロの設定」でセキュリティレベル
を設定します。Access2013/2010/2007では既定の設定でも、VBAプログラム（マクロ）を作
成・実行することができるため、特に設定を変更する必要はありません。

セキュリティレベルを設定するs

''マクロの設定

　Access2003では、VBAプログラム（マクロ）の作成を始める前にセキュリティレベルの変更
を行います。既定では、マクロの実行が制限されているため、VBAプログラム（マクロ）を作
成することができません。

Access2003の準備

　Access2003は、セキュリティレベルを「高」「中」「低」の3段階から選択することができます。
VBAプログラムを作成できるようにするには、「中」または「低」に設定します。ただし、「低」に
設定すると、警告が表示されることなく直ちにマクロ（VBAプログラム）が実行されるため、ウ
イルス感染の危険性が増すので注意が必要です。
　セキュリティレベルを「中」に設定するには、［ツール（T）］→［マクロ（M）］→［セキュリティ

（S）］を選択し、［中（M）］をONにして ボタンをクリックします。

Access2003のセキュリティレベルの設定s
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SECTION-004 VBAプログラムを作成するための準備をする

''セキュリティレベルの設定

ONにする

　セキュリティレベルは、マクロウイルス（悪意のあるVBAプログラム）からシステムを保
護するための機能です。Access2013/2010/2007では、セキュリティ関連の機能はセ
キュリティセンターの統合的に管理されるようになり、「セキュリティレベル」は「マクロの
設定」と名前が変更されています。また、既定の設定も、Access2003のセキュリティレ
ベルの「中」に相当する［警告を表示してすべてのマクロを無効にする］がONになって
います。
　なお、Access2002/2000ではセキュリティレベルの設定がありません。警告が表示さ
れることなく直ちにマクロ（VBAプログラム）が実行されるため、ウイルスなどには注意し
てください。

COLUMN セキュリティレベル

¡VBEについて… ………………………………………………………………………………… p.47
関連項目 sss
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VBEについて

　VBE（Visual Basic Editor）は、Accessに付属するVBAプログラムの開発ツールです。
VBAには、入力支援機能やデバッグ機能など、プログラムを効率よく開発するための機能が
数多く用意されています。

VBEとは

　VBEの起動方法はAccessのバージョンによって異なります。Access2013/2010/2007で
は「データベースツール」タブを選択し、［マクロ］の［Visual Basic］をクリックします。Access 
2003/2002/2000では、［ツール（T）］→［マクロ（M）］→［Visual Basic Editor（V）］を選択し
ます。

VBEを起動するs

''VBEの起動（Access2013/2010/2007）

''VBEの起動（Access2003/2002/2000）

クリック2 クリック1

ク
リ
ッ
ク

2

クリック1

SECTION-005
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-005 VBEについて

　VBEを使ってVBAプログラムを作成するには、あらかじめ、VBEの画面構成を知っておく
必要があります。VBEの画面構成は、次のようになります。なお、表示されていないウィンドウは、

［表示（V）］メニューから選択して表示することができます。

VBEの画面構成s

プロジェクトウィンドウ
プロジェクトエクスプローラで
ブック内のオブジェクトを階層
構造で表示する

プロパティウィンドウ
選択中のオブジェクト
のプロパティを一覧表
示する

コードウィンドウ
プログラム（プロシージャ）
を記述する

　コードウィンドウは、「宣言セクション」「プロシージャセクション」の2つ領域に分けられます。
「宣言セクション」はプロシージャ外の領域で、パブリック変数やモジュールレベル変数を宣
言する場合に使います。「プロシージャセクション」は、プロシージャが入力された領域で、プ
ロシージャごとに区切られます。
　また、［オブジェクト］ボックスにはモジュール内のプロシージャ、［プロシージャ］ボックスにはモ
ジュール内のプロシージャの一覧が表示されます。一覧から選択することで、目的のオブジェ
クトやプロシージャの位置にカーソルを移動することができます。

コードウィンドウの構成s
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SECTION-005 VBEについて

［オブジェクト］ボックス ［プロシージャ］ボックス

宣言セクション

余白インジケータバー

プロシージャ
セクション

　VBEには、5つの入力支援機能が用意されています。入力支援機能の設定は、［ツール
（T）］→［オプション（O）］を選択すると表示される「オプション」ダイアログボックスで変更する
ことができます。

VBEの入力支援機能

　コード行の入力時に、自動的に構文の妥当性を調べます。構文にエラーがある場合、エ
ラーのある行（ステートメント）が赤（既定値）で表示され、エラーメッセージが表示されます。

自動構文チェックs

構文エラー
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SECTION-005 VBEについて

　入力したオブジェクトで使用可能なメソッドやプロパティのリストを自動的に表示します。オブ
ジェクト名の後ろに「.」（ピリオド）を入力すると表示されます。 キーまたはマウスで目的の
メソッド、プロパティを選択して キー押すと、選択項目を入力することができます。

自動メンバ表示s

自動メンバ表示

　入力した関数やメソッド、プロパティの構文や引数の情報をポップヒントで表示します。関数
やメソッド、プロパティに続けて半角スペースや「（」を入力すると表示され、入力箇所に応じ
た部分が太字で強調表示されます。

自動クイックヒントs

自動クイックヒント

自動インデント

　コードの入力中にタブを入力して字下げすると、次の行以降も自動的にタブが挿入し、字
下げ位置を自動的に揃えます。タブは既定で4文字に設定されています。

自動インデントs
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SECTION-005 VBEについて

　ポイントした変数の値を表示します。中断モードのときのみ、使用できます。中断モードにす
るには、コード実行中にツールバーの （中断）ボタンをクリックするか、ブレークポイント（61ペー
ジ参照）を設定します。エラー発生時には、自動的に中断モードになります。

自動データヒントs

自動データヒント

　ヘルプ機能は、VBAの構文を調べたり、エラーの原因や対処方法を調べるために
は不可欠です。コードの記述中に、メソッド、プロパティ、関数、ステートメントのヘルプを
参照するには、確認する項目の上のカーソルを置いて、 キーを押すことで、その項目
に関するヘルプを参照することができます。ただし、Access2010以前では、環境によっ
てVBAのヘルプがインストールされていない場合があります。この場合、はじめてヘルプ
を参照したときに、インストールを促すメッセージが表示されるので、画面の指示に従って
インストールしてください。なお、Access2013では、ブラウザが起動し、オンライン（Web
ページ）のヘルプが表示されます（2014年7月時点では英語版のヘルプが表示される）。

COLUMN VBAのヘルプを利用する

¡モジュールについて……………………………………………………………………………… p.52
¡標準モジュールを作成する……………………………………………………………………… p.55

関連項目 sss
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モジュールについて

　モジュールは、VBAプログラムを構成する部品を表します。モジュールの集まりを「プロジェ
クト」といいます。モジュールごとに分担してコード（宣言やプロシージャ）を記述し、それを組
み合わせて1つのプログラム（プロジェクト）を構成します。このように個々の処理を小さな単位
に分解し、階層構造にしてプログラミングする手法を「構造化プログラミング」といいます。
　AccessのVBAのモジュールには、「Microsoft Office Accessクラスオブジェクト」「標準モ
ジュール」「クラスモジュール」があります。

モジュールとは

　標準モジュールは、同一プロジェクト内のすべてのモジュールで共有するコードを記述する
ためのモジュールです。データベース全体で利用する処理（プロシージャ）を記述するときに
使います。

標準モジュールs

　「Microsoft Office Accessクラスオブジェクト」は、個々のフォームやレポートで実行するコー
ドを記述するためのモジュールです。「Form」モジュールには、フォームで発生するイベントプ
ロシージャを、「Report」モジュールには、レポートで発生するイベントプロシージャを記述すると
きに使います。イベントプロシージャの詳細については、CHAPTER 03を参照してください。
　「Microsoft Office Accessクラスオブジェクト」は、フォームやレポートなどのイベントプロシー
ジャを作成する際に、自動的に作成されます。

Microsoft Office Accessクラスオブジェクトs

　クラスモジュールは、オブジェクトのクラス（設計図）を記述するモジュールです。ユーザー定
義のオブジェクトを作成するときに使います。本書ではクラスモジュールの作成については触れ
ません。

クラスモジュールs

SECTION-006
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-006 モジュールについて

　モジュール（標準モジュール、クラスモジュール）を削除するには、「解放」と呼ばれる
操作を行います。解放する際には、モジュールをエクスポート（データを保存）するかし
ないかを選択することができます。エクスポートしておくと、再度、インポートして利用する
ことができます。また、別のプロジャクトにインポートすることもできます。たとえば、標準モ
ジュールの「Module1」をエクスポートして削除するには、次のように操作します。
1	�「プロジェクト」ウィンドウの「標準モジュール」フォルダをダブルクリックします（すでに「標

準モジュール」フォルダが開いている場合、この操作は不要）。

2	�「Module1」を右クリックし、［Module1の解放（R）］を選択します。

3	� ボタンをクリックします（エクスポートしない場合は ボタンをクリック）。

4	�［ファイル名（N）］にファイル名を入力し、 ボタンをクリックします。

COLUMN モジュールの削除

　なお、エクスポートしたモジュールを読み込むには、［ファイル（F）］→［ファイルのインポー
ト（Ｉ）］を選択し、保存したファイルを選択して ボタンをクリックします。

¡VBEについて… ………………………………………………………………………………… p.47
¡標準モジュールを作成する……………………………………………………………………… p.55

関連項目 sss

［Module1の解放（R）］
を選択する
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プロシージャについて

　プロシージャは、VBAで処理を実行するプログラムの単位です。主なプロシージャには
「Functionプロシージャ」「Subプロシージャ」「イベントプロシージャ」があります。

プロシージャとは

　Subプロシージャは、処理を実行するためのプロシー
ジャです。「Sub」ステートメントと「End Sub」ステートメ
ントの間にコードを記述します。

Subプロシージャs

Sub 現在日時表示（）

    '現在日時を表示するプロシージャ

    MsgBox "現在日時：" & Now

End Sub

　Functionプロシージャは、処理の実行後に値を返すプロシージャです。「Function」ステー
トメントと「End Function」ステートメントの間にコードを記述します。Functionプロシージャは、
ユーザー定義の関数を作成する場合などに利用します（619ページ参照）。

Functionプロシージャs

Function 利息（金額 As Double, 年率 As Double, 期間 As Integer） As Double

    '金額、年率、期間から利息を返す関数

    利息 = 金額 ＊ 年率/ 365 ＊ 期間

End Function

　イベントプロシージャは、「フォームを開いたとき」「ボタンをクリックしたとき」のような、ある特定
の動作をきっかけにして実行するプロシージャです。イベントプロシージャの詳細については、
CHAPTER 03を参照してください。

イベントプロシージャs

¡標準モジュールを作成する……………………………………………………………………… p.55
関連項目 sss

　プロシージャは、適用範囲によって、「Private」プロシージャと「Public」プロシージャ
の2種類に分類されます。「Private」プロシージャは同一モジュール内でのみ呼び出し
可能なプロシージャ、「Public」プロシージャは同一データベース（プロジェクト）内で呼び
出し可能なプロシージャです。「Private」プロシージャと「Public」プロシージャを作成す
るには、「Public Sub 現在日時表示（）」「Private Function 利息…」のようにプロシー
ジャ名の先頭に「Private」または「Public」キーワードを付けます。これらのキーワードを
省略した場合は、「Private」プロシージャになります。

COLUMN 適用範囲によるプロシージャの分類

SECTION-007
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010



55

0
1

0
2

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

A
ccess V

B
A

の
基
礎
知
識

C
H

A
P

T
E
R

0
1

標準モジュールを作成する

　ここでは、標準モジュールを作成し、プロシージャ（VBAプログラム）を入力する手順を図
解で解説します。

VBAでの標準モジュールの作成手順

　VBEから標準モジュールを作成するには、VBEを起動し、［挿入（Ｉ）］→［標準モジュール
（M）］を選択します。
　また、Accessのアプリケーションウィンドウから標準モジュールを作成するには、Access 
2013/2010では「作成」タブを選択し、［マクロとコード］の「標準モジュール」をクリックします。
Access2007では「作成」タブを選択し、［その他］の［マクロ］の［▼］をクリックして、［標準モ
ジュール（M）］を選択します。2回目以降は、「作成」タブを選択し、［その他］の［標準モジュー
ル］をクリックします。Access2003/2002/2000では、「データベースウィンドウ」の「モジュール」
を選択し、［新規作成（N）］をクリックします。

標準モジュールを作成するs

''標準モジュールの作成クリック1

ク
リ
ッ
ク

2

　プロシージャを作成するには、標準モジュールのコードウィンドウにコードを入力します。
プロシージャを作成するs

''コードの入力

コードを入力する1

SECTION-008
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-008 標準モジュールを作成する

　プロシージャを実行するには、プロシージャ内（Sub〜End Sub間）にカーソルがある状態
で、ツールバーの （Sub/ユーザーフォームの実行）ボタンをクリックします（または［実行（R）］
→［Sub/ユーザーフォームの実行］を選択する）。なお、この方法で実行できるのは、標準モ
ジュールに記述した引数を持たないSubプロシージャだけです。

プロシージャを実行するs

''プロシージャの実行クリック1

　ファイルを保存してVBEを終了します。VBEを終了するには、［ファイル（F）］→［終了して
Microsoft Accessへ戻る（C）］（Access2007/2003では［終了してMicrosoft Office Access
へ戻る（C）］）を選択します。VBEを終了せずにAccessに戻るには、ツールバーの ボタンをク
リックします。

VBEの終了s

''VBEの終了

¡モジュールについて……………………………………………………………………………… p.52
¡プロシージャについて…………………………………………………………………………… p.54

関連項目 sss

クリック1

ク
リ
ッ
ク

2
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''Access2013/2010の場合

マクロやVBAが含まれるデータベースを開く

　マクロやVBAが含まれるデータベースを開く場合、Accessのバージョンによって表示される
「セキュリティの警告」が異なります。マクロやVBAが含まれるデータベースを開くには、次の
ように操作します。

マクロやVBAが含まれるデータベースを開く方法

　Access2013/2010/2007の既定の設定では、マクロやVBAが含まれるデータベースを開
いたときに、マクロが無効な状態で開かれます。マクロを有効にするには、Access2013/2010
では「セキュリティ警告」の をクリックします。Access2007では、「セキュリティ警
告」の をクリックし、［このコンテンツを有効にする（E）］をONにして ボタン
をクリックします。

Access2013/2010/2007ではs

　Access2003では、マクロやVBAが含ま
れるデータベースを開く際に、セキュリティレ
ベル（45ページ参照）が「中」に設定されて
いる場合、警告メッセージが表示されます。
マクロを有効にしてデータベースを開くに
は、 ボタンをクリックし
ます。

Access2003ではs

¡標準モジュールを作成する……………………………………………………………………… p.55
関連項目 sss

クリック1

クリック1

SECTION-009
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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エラーについて

　プログラムの記述にミスがあると、プログラムの記述時や実行時にエラーが発生することが
あります。エラーには、「コンパイルエラー」「実行時エラー」「論理エラー」の3種類があります。

エラーの種類

　コンパイルエラー（構文エラー）は、プログラムの構文に誤りがある場合に発生します。たと
えば、「ステートメントやプロパティなどのキーワードの綴りが間違っている」「引数の記述方法
が間違っている」「不要な文字や記号入力がされている」「かっこが閉じられていない」などの
場合に発生します。
　プログラムの記述中にコンパイルエラーが発生すると、エラーメッセージが表示され、間違っ
ている箇所が赤字（既定値）で表示されます。その場合、エラーメッセージの ボタン
をクリックしてプログラムを修正します。実行時にコンパイルエラーが発生すると、エラーメッセー
ジが表示され、間違っている箇所が反転表示されて中断モードになります。その場合も、エラー
メッセージの ボタンをクリックしてプログラムを修正します。なお、エラーメッセージの

ボタンをクリックすると、エラーの原因と修正の手掛かりになる情報が表示されます。

コンパイルエラーs

エラー箇所

SECTION-010
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-010 エラーについて

　実行時エラーは、プログラム内に実行できない操作や演算があったときに発生します。たと
えば、「0で除算した」「存在しないオブジェクトを指定した」「オブジェクトに対して参照不可能
なプロパティを指定した」「実行不可能なメソッドを実行した」などの場合に発生します。
　実行時エラーが発生すると、エラー番号とエラー内容が書かれたエラーメッセージが表示
されます。エラーメッセージの内容を確認して ボタンをクリックすると、エラー箇所は
黄色の背景で表示されるので、エラーメッセージの内容に従ってプログラムを修正します。な
お、エラーメッセージの ボタンをクリックすると、エラーの原因と修正の手掛かりにな
る情報が表示されます。

実行時エラーs

''エラーメッセージ

　論理エラーは、構文的には正しいが、目的通りの正しい結果が得られないプログラミング上
のエラーです。プログラムの仕様や設計自体に何らかのミスがあった場合に発生します。エ
ラーの原因としては、変数名の重複、変数のデータ型の誤り、無限ループ、論理比較の誤り、
配列の問題などが考えられます。プログラムの規模が大きくなると、論理エラーを発見するの
は非常に困難になります。論理エラーが発生した場合は、VBEのデバッグ機能を駆使して、
プログラムを確認・分析してエラーの原因を特定して修正します。

論理エラーs

エラー箇所
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SECTION-010 エラーについて

　コードウィンドウのコードの文字色（前景色）は「オプション」ダイアログボックスの「エディ
タの設定」タブで変更することができます。文字色の他に背景色やフォント、フォントサイ
ズなども変更できます。たとえば、構文エラーの文字色を変更するには、次のように操作
します。
1	�VBEの［ツール（T）］→［オプション（O）］を選択します。

2	�「エディターの設定」タブを選択し、［コードの表示色（C）］の一覧で「構文エラーの文字」を

選択します。

3	�［前景色（O）］ドロップダウンリストから目的の色を選択し、 ボタンをクリックし

ます。

COLUMN 構文エラーの文字色を変更する

¡プログラムをデバッグする… …………………………………………………………………… p.61
¡イミディエイトウィンドウについて……………………………………………………………… p.64

関連項目 sss

目的の色を
選択する
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プログラムをデバッグする

　デバッグとは、プログラム中の誤りを取り除く作業のことです。プログラム中の誤りをプログラ
ムの用語では、「バグ」（日本語で「虫」という意味）といいます。VBEのデバッグ機能には、「ブ
レークポイント」「ステップ実行」「ウォッチ機能」「イミディエイトウィンドウ」があります。「イミディ
エイトウィンドウ」については、64ページを参照してください。

VBEのデバッグ機能

　ブレークポイントを使うと、プログラムを特定の場所で中断させて、変数の値やオブジェクト
の状態を確認することができます。また、ブレークポイントは複数、設定することができるので、
部分ごとにプログラムを実行して、エラーの原因を調べることができます。
　ブレークポイントは、プログラムの実行が自動的に中断されるように、コード内の特定の行に
設定します。プログラムの実行は、ブレークポイントが設定された行に到達すると、自動的に中
断モードに切り替わります。
　ブレークポイントを設定・解除するには、目的のコードの行にカーソルを置き、［デバッグ（D）］
→［ブレークポイントの設定/解除（T）］（ショートカットキーは キー）を選択します。または、目
的のコードの行の左側の余白（余白インジケータバー）をクリックします。

ブレークポイントs

ここをクリック
ブレークポイントが
設定された行

ブレークポイントが
設定された行

　ブレークポイントを設定した行の色は、「オプション」ダイアログボックスの「エディタの設定」タ
ブで定義したブレークポイントの色が設定されます。なお、ブレークポイントを設定した行に、「：」

（コロン）で分割した複数のステートメントがある場合は、常に、その行の先頭のステートメント
で停止します。

SECTION-011
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-011 プログラムをデバッグする

　ステップ実行を使うと、コードを1行ずつ実行して、プログラムの動作や変数の値の変化
を確認することができます。ステップ実行には、「ステップイン」「ステップアウト」「ステップオー
バー」の3つがあります。それぞれを実行するには、［デバッグ（D）］メニューから選択します。
¡ステップイン

　コード（ステートメント）を1行ずつ実行します。
¡ステップアウト

　現在の実行位置にあるサブルーチンまたは関数の残りの行を実行し、呼び出しもとのプロ
シージャに戻ります。
¡ステップオーバー

　サブルーチンまたは関数を1つの命令として、1行ずつ実行します。

ステップ実行s

　ブレークポイントでプログラムを停止した際や、ステップ実行中に変数（またはプロパティや
式）の値を確認するには、ウォッチ機能の「ローカルウィンドウ」「ウォッチウィンドウ」を使います。
ローカルウィンドウはモジュール内のすべての変数の値を、ウォッチウィンドウはクイックウォッチ
やウォッチ式で追加された変数の値を表示します。それぞれを表示するには、［表示（V）］メ
ニューから選択します。

ウォッチ機能s

ローカルウィンドウ ウォッチウィンドウ

　クイックウォッチを使うと、特定の変数（またはプロパティや式）をウォッチウィンドウに追加し
て、変数の値を確認することができます。たとえば、変数「counter」をウォッチウィンドウに追
加するには、コード内の「counter」を選択状態にし、［デバッグ（D）］→［クイックウォッチ（Q）］
を選択して、「クイックウォッチ」ダイアログボックスの ボタンをクリックします。

クイックウォッチs
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SECTION-011 プログラムをデバッグする

　VBEでプログラムのデバッグ行う場合、「デバッグ」ツールバーを表示しておくと便利で
す。「デバッグ」ツールバーを表示するには、［表示（V）］→［ツールバー（T）］→［デバッ
グ］を選択します。

COLUMN デバッグツールバーを表示する

　ウォッチ式を使うと、変数（またはプロパ
ティや式）の値の変化でプログラムを停止
させることができます。条件には、「値が
変化したとき」「値がTrue（真）になったと
き」の2つを指定できます。たとえば、変数
「hikaku」が「True」になったときに中断
されるようにするには、次のように操作し
ます。
1	�コード内の「hikaku」を選択状態にします。

2	�［デバッグ（D）］→［ウォッチ式の追加（A）］を選択します。

3	�「ウォッチ式の追加」ダイアログボックスの［式がTrueのとき中断（T）］をONにして ボ

タンをクリックします。

ウォッチ式s

''「デバッグ」ツールバー

ブレークポイントの設定/解除

ステップイン

ステップオーバー

ステップアウト ローカルウィンドウ

イミディエイトウィンドウ

ウォッチウィンドウ

クイックウォッチ

¡エラーについて…………………………………………………………………………………… p.58
¡イミディエイトウィンドウについて……………………………………………………………… p.64

関連項目 sss

''クイックウォッチの追加

''クイックウォッチの追加
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イミディエイトウィンドウについて

　イミディエイトウィンドウは、コマンドラインのVBA実行環境です。直接、入力したコマンドの
実行結果を表示したり、プログラム中の変数の値を変更したり、コードでのデバッグの結果を
表示することができます。イミディエイトウィンドウを表示するには、［表示（V）］→［イミディエイト
ウィンドウ（Ｉ）］を選択します。

イミディエイトウィンドウとは

　イミディエイトウィンドウを使うと、プログラム中の特定の変数の値を変更できます。たとえば、
本来は「1」から始まるループ変数の値を、「5」に変更して実行結果を確認することができま
す。変数の値を変更するには、「変数名 = 値」のように入力します。たとえば、変数「counter」
の値を「5」に変更するには、プログラムが中断モードのときに、イミディエイトウィンドウに

「counter = 5」と入力し、 キーを押します。

変数の値の変更するs

　ローカルウィンドウやウォッチウィンドウでは、プログラムが中断モードでないと変数の値が表
示されません。状況によっては、プログラムを中断せずに変数の値や、変数の値の変化を確
認したいことがあります。このような場合、コード中に「Debug.Print 変数名」のように記述して
おくと、イミディエイトウィンドウに変数の値が表示することができます。

変数の値の変化を確認するs

変数の値を変更する

SECTION-012
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-012 イミディエイトウィンドウについて

「Debug.Print 変数名」
と入力する

変数の値の変化が
表示される

　特定の変数の値を表示したり、直接、入力したコマンド（VBAの命令、関数、プロシージャ
など）を実行するには、「?」（クエスチョンマーク）を先頭に入力します。たとえば、「?counter」と
入力して キーを押すと、変数「counter」の現在の値が表示されます。

コマンドを実行するs

変数の値を
表示する
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SECTION-012 イミディエイトウィンドウについて

　「Debug.Print」は、イミディエイトウィンドウに文字列を出力するための命令です。引数
には、式を指定することができます。複数の変数の値を確認したい場合、単に「Debug.
Print 変数名」のように記述すると、どの変数の値かわからなくなるため、「Debug.Print  
"ループ変数：" & counter」のように、どの変数の値かわかるように記述するとよいでしょう。

COLUMN 「Debug.Print」の使い方

¡プログラムをデバッグする… …………………………………………………………………… p.61
関連項目 sss



CHAPTER02
Access VBA 
プログラミングの基礎
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変数と定数について

　変数とは、プログラム中で使用する値を格納しておくための、名前を付けたメモリ上の場所
です。変数に格納されている値は、プログラムの実行中に自由に出し入れすることができます。

変数

　プログラム中で変数を宣言または使用すると、メモリ上に変数のデータ型に合わせた大きさ
の領域が確保されます。たとえば、変数を明示的に宣言せずに、プログラム中で「変数名 = 
値」のように使用すると、データ型はバリアント型となり、メモリ上に16バイト（数値の場合）の領
域が確保されます。変数名は、このメモリ上に作成された領域の場所（アドレス）を示し、変
数名を使って、アクセスすることで自由にデータを出し入れできるようになります。

変数の概念s

　変数名には、文字（英数字、漢字、ひらがな、カタカナ）と「_」（アンダスコア）を使うことがで
きます。スペースや記号は使えません。変数名の先頭の文字は、英字、漢字、ひらがな、カタ
カナのいずれかを指定します。変数名の長さは、半角で255文字以内となります。なお、日本
語を使用することはできますが、変数名は英数字を使うのが一般的です。

変数名の規則s

　VBAで変数に指定できるデータ型の種類は、次の表の通りです。
変数のデータ型s

データ型 メモリ領域の
サイズ 範囲

バイト型（Byte） 1バイト 0〜255
ブール型（Boolean） 2バイト 真（True）または偽（False）
整数型（Integer） 2バイト −32,768〜32,767
長整数型（Long） 4バイト −2,147,483,648〜2,147,483,647
単精度浮動小数点
数型（Single） 4バイト −3.402823E38〜−1.401298E−45（負の値）、

1.401298E-45〜3.402823E38（正の値）

倍精度浮動小数点
数型（Double） 8バイト

−1.79769313486231E308〜
−4.94065645841247E−324（負の値）、

4.94065645841247E−324〜
1.79769313486232E308（正の値）

通貨型（Currency） 8バイト −922,337,203,685,477.5808〜
922,337,203,685,477.5807

10進型（Decimal） 14バイト

−79,228,162,514,264,337,593,543,950,335
〜79,228,162,514,264,337,593,543,950,335

（小数部分を持たない数値）、
−7.9228162514264337593543950335〜

7.9228162514264337593543950335
（小数点以下 28桁の数値）、
0.0000000000000000000000000001

（0を除いた場合の絶対値の最小値）
日付型（Date） 8バイト 西暦100年1月1日〜西暦9999年12月31日
オブジェクト型

（Object） 4バイト オブジェクトを参照するデータ型

''データ型の種類

SECTION-013
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-013 変数と定数について

データ型 メモリ領域の
サイズ 範囲

文字列型（String）
（可変長）

10バイト+文
字列の長さ 0〜2Gバイト

文字列型
（String ＊ length）
（固定長）

文字列の長さ 1〜2Gバイト

バリアント型
（Variant）（数値） 16バイト 倍精度浮動小数点数型の範囲と同じ

バリアント型
（Variant）（文字列）

22バイト+文
字列の長さ 可変長の文字列型の範囲と同じ

ユーザー定義型 要素に依存 それぞれの要素の範囲はそのデータ型の範囲と同じ

　定数とは、数値や文字列に関連付ける名前のことです。プログラムの中で、同じ値を何度
も使用したり、記憶しておくことが困難な数値や使用目的がわかりにくい値を使用したりする
場合に、定数を使用すると、コードが読みやすくなり、保守も容易になります。

定数

　組み込み定数（システム定義の定数）は、VBAにあらかじめ用意されている定数です。オ
ブジェクトライブラリ（使用可能なオブジェクトについての情報を提供するファイル）に定義され
ており、オブジェクトブラウザで参照して、オブジェクト、メソッド、プロパティで使用することがで
きます。

組み込み定数s

　ユーザー定義定数は、ユーザーが独自に設定する定数です。ユーザー定義定数は、
「Const」ステートメントを使って宣言します（75ページ参照）。

ユーザー定義定数s

¡変数を宣言する… ……………………………………………………………………………… p.70
¡変数宣言を必須にする…………………………………………………………………………… p.73
¡オブジェクトを変数に格納する… ……………………………………………………………… p.74
¡独自の定数を定義する…………………………………………………………………………… p.75
¡配列変数について… …………………………………………………………………………… p.77

関連項目 sss

　ただし、変数を10進型（Decimal）として定義することはできません。10進型の変数を作成
するには、「CDec」関数を使って、数値を10進型に変換します。
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変数を宣言する

　ここでは、変数を宣言する方法を解説します。

SAMPLE CODE

'このコードは「標準モジュール」に記述する

Sub 変数の宣言()

    'バリアント型の変数「goukei」を宣言する

    Dim goukei

    '複数のバリアント型の変数をまとめて宣言する

    Dim kokugo, sansu, eigo

    

    '整数型の変数「heikin」を明示的に宣言する

    Dim heikin As Integer

    '文字列型の変数「simei」と整数型の変数「tensu」を1行で宣言する

    Dim simei As String, tensu As Integer

End Sub

　変数を宣言するには、「Dim」ステートメントを使います。また、変数のデータ型を明示
的に宣言するには、「As」キーワードを使います。データ型の指定を省略した場合は、変
数はバリアント型になります。複数の変数をまとめて宣言するには、「,」（カンマ）で区切っ
て列記します。
　VBAでは、変数を宣言しなくても自由に使用することができますが、プログラムの最初
に明示的に宣言することで、プログラムの可読性が向上します。また、データ型を指定
しておくことでメモリを効率的に使用することができ、間違った種類のデータの格納を防
ぐこともできます。

ONEPOINT 変数を宣言するには「Dim」ステートメントを使う

　固定長の文字列型の変数を宣言するには、「As」キーワードの後ろに「String ＊ 
length」（「length」は文字列の長さ）を指定します。たとえば、8文字の固定長の文字
列型の変数「Hinmei」を宣言するには、「Dim Hinmei String ＊ 8」と記述します。

COLUMN 固定長の文字列型の宣言方法

SECTION-014
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-014 変数を宣言する

　変数のデータ型は、「型宣言文字」と呼ばれる記号を使って指定することもできます。
型宣言文字は、変数名の末尾に付けます。VBAで使用できる型宣言文字は、次の通
りです。

COLUMN 型宣言文字でデータ型を指定する

データ型 型宣言文字
整数型（Integer） %
長整数型（Long） &
単精度浮動小数点数型（Single） !
倍精度浮動小数点数型（Double） #
通貨型（Currency） @
文字列型（String） $

''型宣言文字

'整数型の変数「heikin」を明示的に宣言する

Dim heikin%

'文字列型の変数「simei」と整数型の変数「tensu」を1行で宣言する

Dim simei$, tensu%

　変数の適用範囲（プログラム内で変数が有効である範囲）と有効期間（変数が値を
保持している期間）は、変数を宣言する場所や宣言時に使用するキーワードによって異
なります。主な変数の宣言場所と適用範囲は、次のようになります。

COLUMN 変数の適用範囲と有効期間

変数の種類
（キーワード） 宣言場所 適用範囲 有効期間

パブリック変数
（Public）

宣言セク
ション

プロジェクト内のすべ
てのプロシージャ

プロジェクト内のコー
ドを実行している間

モジュールレベル変数
（Dim、Private）

宣言セク
ション

同じモジュール内の
すべてのプロシージャ

モジュール内のコー
ドを実行している間

プロシージャレベル変
数、スタティック変数

（Dim、Static）

プロシー
ジャ内

変数を宣言したプロ
シージャ内

プロシージャの実行
中

''主な変数の宣言場所と適用範囲

　たとえば、標準モジュール「Module1」の宣言セクションで「Public」ステートメントで宣
言した変数「myName」は、異なるモジュールでも有効になり、宣言セクションで「Dim」
ステートメントで宣言した変数「myCounty」は同じモジュール内で有効になります。プロ
シージャ内で「Dim」ステートメントで宣言した変数「myCity」は、プロシージャ内のみで
有効になります。

'このコードは標準モジュール「Module1」に記述する

'宣言セクション
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SECTION-014 変数を宣言する

¡変数宣言を必須にする…………………………………………………………………………… p.73
関連項目 sss

'このコードは標準モジュール「Module2」に記述する

Sub 表示2()

    'パブリック変数「myName」のみ有効なので「myName」の値のみが表示される

    MsgBox "名前:" & myName & vbCrLf & "住所:" & myCounty & myCity

End Sub

'変数「myName」はパブリック変数

Public myName As String

'変数「myCounty」はモジュールレベル変数

Dim myCounty As String

Sub 適用範囲と有効期間のテスト()

    '変数「myCity」はプロシージャレベル変数

    Dim myCity As String

    myName = "山田太郎"

    myCounty = "北海道"

    myCity = "札幌"

    'このプロシージャ内では、すべての変数「myName」「myCounty」「myCity」が有効なので、

    'すべての値が表示される

    MsgBox "名前:" & myName & vbCrLf & "住所:" & myCounty & myCity

    'モジュール内の別のプロシージャ「表示」を実行する

    Call 表示

   '別モジュール内のプロシージャ「表示2」を実行する

    Call 表示2

End Sub

Sub 表示()

    'パブリック変数「myName」とモジュールレベル変数「myCounty」が有効なので、

    '「myName」と「myCounty」の値が表示され、「myCity」の値は表示されない

    MsgBox "名前:" & myName & vbCrLf & "住所:" & myCounty & myCity

End Sub
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変数宣言を必須にする

　ここでは、変数宣言を必須にする方法を解説します。

SAMPLE CODE

'このコードは「標準モジュール」に記述する

'モジュール内の変数宣言を必須にする

Option Explicit

Sub 変数の宣言()

    '変数「goukei」を宣言する

    Dim goukei

    '宣言済みの変数はエラーが発生しない

    goukei = 100 + 80 + 75

    '宣言されていない変数を使うとエラーが発生する

    heikin = goukei / 3

End Sub

　変数の宣言を必須にするには、モジュールの先頭の宣言セクションに「Option Explicit」
ステートメントを記述します。このようにすると、コード中で宣言されていない変数名を使うと
エラーが発生するようになります。これにより、変数の入力ミスや変数の宣言忘れ、コード内
での変数名の競合を避けることができます。

ONEPOINT 変数宣言を必須にするには「Option Explicit」ステートメントを使う

¡変数を宣言する… ……………………………………………………………………………… p.70
関連項目 sss

　「Option Explicit」ステートメント
を自動的に挿入するには、VBEの

［ツール（T）］→［オプション（O）］を
選択し、「編集」タブをクリックして

［変数の宣言を強制する（R）］をON
にし、 ボタンをクリックしま
す。以降、新規作成されるモジュー
ルには、「Option Explicit」ステート
メントが自動的に挿入されます。

COLUMN 「Option Explicit」ステートメントを自動的に挿入する

ONにする

SECTION-015
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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カレントデータベース
の名前を表示する

オブジェクトを変数に格納する

　ここでは、オブジェクトを変数に格納する方法を解説します。

SAMPLE CODE

'このコードは「標準モジュール」に記述する

Sub オブジェクト変数の宣言()

    '「DAO.Database」型のオブジェクト変数「db」を宣言する

    Dim db As DAO.Database

    'オブジェクト変数「db」にカレントデータベースを代入する

    Set db = CurrentDb()

    'カレントデータベースの名前を表示する

    MsgBox db.Name

    'カレントデータベースを閉じる

    db.Close

    'オブジェクト変数を解放する

    Set db = Nothing

End Sub

　オブジェクトを変数に格納するには、「Dim」ステートメントで宣言したオブジェクト型の
変数に、「Set」ステートメントでオブジェクトを代入します。オブジェクトが格納された変数を

「オブジェクト変数」といいます。オブジェクト変数を使うと、データベースやデータベース
のオブジェクト（テーブル、クエリ、フォーム、レポートなど）を変数で扱うことができるように
なります。

ONEPOINT オブジェクトを変数に格納するには「Set」ステートメントを使う

¡変数を宣言する… ……………………………………………………………………………… p.70
関連項目 sss

SECTION-016
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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独自の定数を定義する

　ここでは、独自の定数を定義する方法を解説します。

SAMPLE CODE

'このコードは「標準モジュール」に記述する

Sub 独自の定数の定義()

    'Double型の定数「Discount」を宣言し、「0.75」を代入する

    Const Discount As Double = 0.75

    Dim kakaku As Integer

    kakaku = 19800

    '「kakaku」×0.75(定数「Discount」)の計算結果を表示する

     MsgBox "割引価格:" & kakaku * Discount

End Sub

　ユーザー独自の定数を定義するには、「Const」ステートメントを使います。データ型は
変数と同じように「As」キーワードで指定します。頻繁に使う値を定数で定義しておくと、
コードの可読性が向上します。また、値の変更があった場合は、「Const」ステートメント
の値を修正するだけで済むため、プログラムの修正も容易になります。なお、変数とは異
なり、定数はプログラムの実行中に値を変更することはできません。

ONEPOINT 独自の定数を定義するには「Const」ステートメントを使う

定数を使って割引
価格を計算する

SECTION-017
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-017 独自の定数を定義する

¡変数と定数について……………………………………………………………………………… p.68
¡変数を宣言する… ……………………………………………………………………………… p.70

関連項目 sss

　プロシージャ内で宣言した定数は、常にプロシージャレベルのプライベート定数として
扱われ、適用範囲（プログラム内で定数が有効である範囲）は変更できません。宣言セ
クションで宣言する場合は、「Public」キーワードや「Private」キーワードを使って適用範
囲を変更することができます。

COLUMN 定数の適用範囲

定数の種類
（キーワード） 宣言場所 適用範囲 有効期間

パブリック定数
（Public）

宣言セク
ション

プロジェクト内のすべ
てのプロシージャ

プロジェクト内のコー
ドを実行している間

モジュールレベル定数
（なし、Private）

宣言セク
ション

同じモジュール内の
すべてのプロシージャ

モジュール内のコー
ドを実行している間

プロシージャレベル定数
（なし）

プロシー
ジャ内

定数を宣言したプロ
シージャ内

プロシージャの実行
中

''定数の宣言場所と適用範囲

'このコードは標準モジュールに記述する

'宣言セクション

'定数「Spring」はパブリック定数

Public Const Spring As String = "春"

'定数「Summer」はモジュールレベル定数

Private Const Summer As String = "夏"

Sub 適用範囲と有効期間のテスト()

    '定数「Autumn」はプロシージャレベル定数

    Const Autumn As String = "秋"

    'すべての定数が有効なので「春夏秋」と表示される

    MsgBox Spring & Summer & Autumn

    Call 表示

End Sub

Sub 表示()

    'パブリック定数「Spring」とモジュールレベル定数「Summer」が有効なので、「春夏」と表示される

    MsgBox Spring & Summer & Autumn

End Sub
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配列変数について

　配列変数（または単に「配列」という）とは、同じ種類の複数のデータをまとめて格納するた
めの変数です。配列変数と変数は、データを出し入れする方法が異なるだけです。宣言方
法（厳密には、若干、異なる）、名前の付け方、適用範囲や有効期間については、変数と同
じになります。

配列変数とは

　プログラム中で配列を宣言すると、変数と同様にメモリ上に配列のデータ型に合わせた大
きさの領域が確保されます。このとき、配列の場合は複数の領域を確保します。この配列の
各領域（要素）は、インデック番号を使って識別します。
　たとえば、変数を「一戸建ての家」とすると、配列は「アパート」になります。変数名または配
列名が「住所」、インデックス番号が「アパートの部屋番号」に相当します。

配列の概念s

　配列には、次元という概念があります。一般的に、配列の要素が1列に並ぶ配列を「1次
元配列」、要素が行と列に並ぶ配列を「2次元配列」、要素が行と列と奥行に並ぶ配列を「3
次元配列」といいます。2次元以上の配列を総称して「多次元配列」といいます。VBAでは
最大60次元までの配列を宣言することができます。

多次元配列s

¡変数と定数について……………………………………………………………………………… p.68
¡配列を宣言する… ……………………………………………………………………………… p.78
¡インデックス番号の開始値を「1」に変更する… ……………………………………………… p.80
¡動的配列を使用する… ………………………………………………………………………… p.82
¡配列の格納値を残したまま要素数を再設定する……………………………………………… p.84
¡配列を初期化する… …………………………………………………………………………… p.86
¡配列を作成する… ………………………………………………………………………………p.581

関連項目 sss

SECTION-018
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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配列を宣言する

　ここでは、配列を宣言する方法を解説します。

SAMPLE CODE

'このコードは「標準モジュール」に記述する

Sub 配列の宣言()

    '要素数3の配列変数「myData」を文字列型で宣言する

    Dim myData(2) As String

    '配列の1つ目の要素に文字列を格納する

    myData(0) = "伊藤弘明"

    '配列の2つ目の要素に文字列を格納する

    myData(1) = "平成18年4月1日"

    '配列の3つ目の要素に文字列を格納する

    myData(2) = "総務課"

    '各要素の値を表示する

    MsgBox "名前:" & myData(0)

    MsgBox "入社年月日:" & myData(1)

    MsgBox "所属:" & myData(2)

End Sub

配列に文字列を格納して、
配列の各要素を表示する

SECTION-019
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-019 配列を宣言する

　配列を宣言するには、「Dim」ステートメントを使います。変数名に続けて「（）」内に配
列の上限値（インデックス番号）を指定します。データ型は変数と同じように、「As」キー
ワードで指定します。このように、配列の上限値を指定して宣言した配列を「静的配列」
といいます。
　配列に格納された値（要素）は、インデックス番号を使って管理します。インデックス番
号は「0」から始まるので、配列の1つ目の要素を参照するには「myData（0）」、3つ目の
要素を参照するには「myData（2）」のように、実際の要素数から1を引いた番号を指定
します。

ONEPOINT 配列を宣言するには「Dim」ステートメントを使う

¡インデックス番号の開始値を「1」に変更する… ……………………………………………… p.80
¡配列を初期化する… …………………………………………………………………………… p.86

関連項目 sss

　2次元配列を宣言するには、「Dim」ステートメントで変数を宣言する際に「（）」内に、
行、列の順に、それぞれの要素数（インデックス番号）の上限値を指定します。2次元配
列の各要素を参照するには、行、列のインデックス番号を指定します。たとえば、1行目2
列の要素を参照するには、「TwoArray（0, 1）」と指定します。

COLUMN 2次元配列を宣言する

'このコードは「標準モジュール」に記述する

Sub ニ次元配列の宣言()

   '行要素「2」、列要素「3」のバリアント型の2次元配列変数「TwoArray」を宣言する

    Dim TwoArray(1, 2) As Variant

    '配列の各要素に値を代入する

    TwoArray(0, 0) = "会田光信"

    TwoArray(0, 1) = "平成15年4月1日"

    TwoArray(0, 2) = "営業課"

    TwoArray(1, 0) = "伊藤弘明"

    TwoArray(1, 1) = "平成18年4月1日"

    TwoArray(1, 2) = "総務課"

    '1行目2列の要素を表示する

    MsgBox TwoArray(0, 1)

End Sub
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インデックス番号の開始値を「1」に変更する

　ここでは、配列のインデックス番号の開始値を「1」に変更する方法を解説します。

SAMPLE CODE

'このコードは「標準モジュール」に記述する

'配列のインデックス番号の開始値を「1」にする

Option Base 1

Sub 配列の宣言()

    '要素数3の配列変数「myData」を文字列型で宣言する

    Dim myData(3) As String

    '配列の1つ目の要素に文字列を格納する

    myData(1) = "伊藤弘明"

    '配列の2つ目の要素に文字列を格納する

    myData(2) = "平成18年4月1日"

    '配列の3つ目の要素に文字列を格納する

    myData(3) = "総務課"

    '各要素の値を表示する

    MsgBox "名前:" & myData(1)

    MsgBox "入社年月日:" & myData(2)

    MsgBox "所属:" & myData(3)

    'インデックス番号「0」の要素を指定するとエラーになる

    myData(0) = "伊藤弘明"

End Sub

　配列のインデックス番号の開始値を「1」に変更するには、モジュールの先頭の宣言セ
クションに「Option Base 1」と記述します。このようにすると、要素数とインデックス番号
が同じ値になるため、配列の要素への参照がわかりやすくイメージできるようになります。
なお、「Option Base」ステートメントに指定できるのは「0」または「1」のみで、この設定は
モジュール内で宣言されているすべての配列に適用されます。

ONEPOINT インデックス番号の開始値を「1」に変更するには 
「Option Base」ステートメントを使う

SECTION-020
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-020 インデックス番号の開始値を「1」に変更する

¡配列を宣言する… ……………………………………………………………………………… p.78
関連項目 sss

　配列のインデックス番号の下限値と上限値を設定するには、「To」キーワードを使いま
す。レコードやフィールド番号と、インデックス番号を対応付けたいときに使うと便利です。
なお、この場合、「Option Base」ステートメントが設定されていても、「To」キーワードで
設定した値が優先されます。2次元配列の場合、「To」キーワードを使って行と列のそれ
ぞれに下限値・上限値を設定します。

COLUMN インデックス番号の下限値と上限値を設定する

'このコードは「標準モジュール」に記述する

'配列のインデックス番号の開始値を「1」にする

Option Base 1

Sub 配列の宣言()

    'インデック番号の開始値「2」終了値「4」の文字列型の配列変数「myData」を宣言する

    Dim myData(2 To 4) As String

    '配列の1つ目の要素に文字列を格納する

    myData(2) = "伊藤弘明"

    '配列の2つ目の要素に文字列を格納する

    myData(3) = "平成18年4月1日"

    '配列の3つ目の要素に文字列を格納する

    myData(4) = "総務課"

    '各要素の値を表示する

    MsgBox "名前:" & myData(2)

    MsgBox "入社年月日:" & myData(3)

    MsgBox "所属:" & myData(4)

End Sub
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入力した数だけ配列の
要素数を設定し…

動的配列を使用する

　ここでは、動的配列を使用する方法を解説します。

SAMPLE CODE

'このコードは「標準モジュール」に記述する

'配列のインデックス番号の開始値を1にする

Option Base 1

Sub 動的配列の使用例()

    Dim index As Integer, i As Integer

    '文字列型の動的配列変数「ListName」を宣言する

設定した配列の要素数の
データを入力すると…

入力したデータが
表示される

SECTION-021
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-021 動的配列を使用する

　動的配列は、コードの実行時に配列のサイズを変更できます。配列の要素数がわか
らない場合や条件によって要素数が変わる場合に使います。動的配列を使用するに
は、「Dim」ステートメントで宣言する際の「（）」内の要素数（インデックス番号）を省略し、
配列の要素数が確定したら「ReDim」ステートメントで要素数を指定します。

ONEPOINT 動的配列を使用するには「ReDim」ステートメントを使う

¡配列の格納値を残したまま要素数を再設定する……………………………………………… p.84
関連項目 sss

　配列の次元がいくつ増えても同じで、「ReDim」ステートメントで要素数を指定する
と、動的な配列として扱うことができます。たとえば、動的な2次元配列を宣言するには、
「ReDim」ステートメントで行と列の要素数を指定します。

COLUMN 動的な多次元配列を宣言する

'要素数を指定しないで配列を宣言する

Dim TwoArray() As Variant

'「ReDim」ステートメントで要素数を指定する

ReDim TwoArray(1, 1)

    Dim ListName() As String

    On Error Resume Next

    '入力ボックスを表示し、入力された値を変数「index」に格納する

    index = InputBox("登録する名前の数(配列の要素数)を入力してください。")

    '入力された値(変数「index」)を配列の上限値に設定する

    ReDim ListName(index)

    '配列の要素数だけ処理を繰り返す

    For i = 1 To index

        '入力ボックスに入力された名前を配列の各要素に代入する

        ListName(i) = InputBox("名前を入力してください。")

    Next

    '配列の要素数だけ処理を繰り返す

    For i = 1 To index

        '配列の各要素の値を表示する

        MsgBox ListName(i)

    Next

End Sub
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配列の格納値を残したまま要素数を 
再設定する
　ここでは、配列の格納値を残したまま要素数を再設定する方法を解説します。

SAMPLE CODE

'このコードは「標準モジュール」に記述する

'配列のインデックス番号の開始値を1にする

Option Base 1

Sub 動的配列の要素数の変更()

    '動的配列変数「myList1」を文字列型で宣言する

    Dim myList1() As String

    '要素数を2に設定する

    ReDim myList1(2)

    '1つ目の要素に「赤」、2つ目の要素に「青」を代入する

    myList1(1) = "赤"

    myList1(2) = "青"

    '要素数を3に変更する

    ReDim myList1(3)

    '3つ目の要素に「黄」を代入する

    myList1(3) = "黄"

    '動的配列変数「myList2」を文字列型で宣言する

    Dim myList2() As String

    '要素数を2に設定する

    ReDim myList2(2)

    '1つ目の要素に「赤」、2つ目の要素に「青」を代入する

    myList2(1) = "赤"

    myList2(2) = "青"

    '格納した値を残して要素数を3に変更する

    ReDim Preserve myList2(3)

    '3つ目の要素の「黄」を代入する

    myList2(3) = "黄"

配列の格納値を
保持した場合

配列の格納値を
保持しない場合

SECTION-022
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010
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SECTION-022 配列の格納値を残したまま要素数を再設定する 

　「ReDim」ステートメントを使って要素数を再設定すると、すでに配列に格納され
ている値は失われます。しかし、「ReDim」ステートメントで要素数を再設定する際に、

「Preserve」キーワードを指定すると、配列に格納されている値を保持することができま
す。ただし、配列の要素数を小さくした場合、削除された配列の要素に格納されていた
値は失われます。

ONEPOINT 配列の格納値を残したまま要素数を再設定するには 
「Preserve」キーワードを使う

¡動的配列を使用する… ………………………………………………………………………… p.82
関連項目 sss

　「Preserve」キーワードを指定した場合、変更できるのは、動的配列の最後の次元
の要素数に限られます。たとえば、2次元配列の場合、列の要素数のみ変更でき、行
の要素数を変更することはできません。

COLUMN 多次元配列の要素数を再設定する際の注意点

'要素数を指定しないで配列を宣言する

Dim TwoArray() As Variant

'「ReDim」ステートメントで要素数を指定する

ReDim TwoArray(1, 1)

'列の要素数を変更する

ReDim Preserve TwoArray(1, 2)

'行の要素数を変更するとエラーが発生する

ReDim Preserve TwoArray(2, 2)

    '「myList1」と「myList2」の値をそれぞれ「Join」関数で連結して表示する

    MsgBox "Preserveなし:" & Join(myList1, ",") & vbCrLf & "Preserveあり:" & Join(myList2, ",")

End Sub
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配列を初期化する

　ここでは、配列を初期化する方法を解説します。

SAMPLE CODE

Sub 配列の初期化()

    '配列変数「myList」を文字列型で宣言する

    Dim myList(2) As String

    '配列の各要素に値を格納する

    myList(0) = "飲料"

    myList(1) = "食品"

    myList(2) = "雑貨"

    '配列の各要素をカンマ区切りで表示する

    MsgBox Join(myList, ",")

    '配列を初期化する

    Erase myList

    '初期後の配列の各要素をカンマ区切りで表示する

    MsgBox Join(myList, ",")

End Sub

¡配列を宣言する… ……………………………………………………………………………… p.78
¡動的配列を使用する… ………………………………………………………………………… p.82

関連項目 sss

　配列を初期化するには、「Erase」ステートメントを使います。引数には、初期化す
る配列名を指定します。複数の配列名を指定する場合は、「,」（カンマ）で区切ります。
「Erase」ステートメントは、静的配列（固定サイズ）の場合は要素を再初期化し、動的
配列の場合は割り当てたメモリを解放します。なお、静的配列の初期化後の値は、配
列のデータ型によって、次のようになります。

ONEPOINT 配列を初期化するには「Erase」ステートメントを使う

配列のデータ型 初期化後の値 
静的数値配列 要素はすべて0に設定される
静的文字列配列（可変長） 要素はすべて長さ0の文字列（""）に設定される
静的文字列配列（固定長） 要素はすべて0に設定される
静的バリアント型（Variant）配列 要素はすべて「Empty」値に設定される
ユーザー定義型配列 各要素は別個の変数として設定される
オブジェクト配列 すべて特別な値「Nothing」に設定される

SECTION-023
VER. 2007 2003 2002 20002013 2010


